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と｣｡ そこで､語感から見て日本語の ｢他人｣を "stiefmutter"とするのはい
かがなものでしょうか､という私の異議を端緒として､その日は ｢ドイツ語
訳｣から ｢アルコール｣に至るまで､さまざまなお話を伺うことになった｡ 先
生は最初の留学中は自炊をされており､料理用語を知人たちに説明する際､お
そらく当時の高踏的な独和 ･和独辞典は実用に耐えなかったのであろう､ご苦
労されたらしい｡私の時代でさえ､ "pikanteSoL3e"を ｢トマトケチャップJ
とする辞典があったのである｡ しかし先生が意外にも､肉の味付け法などに詳
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しかったのは､留学時代に会得されたのではないか｡
また某先生とイタリアの安ワインを飲みすぎて､翌日大変であったことも､
実に楽しそうに語られた｡さらに､テユービングンは町が小さいため､酔っ払
うと翌日日本人社会に知れ渡っていましてね､といくつかの実例をあげられて
いた- ただし先生にはこの種の武勇帯はなかったとのこと｡また下戸の私
が､フランクフルトの同僚に ｢ドイツを知るために｣と称して､頻繁に連れ出
されるザクセンハウゼンの飲み屋では､席に着くと初老のドイツ人たちに ｢日
本人か｣と話し掛けられ､その仲間との同席を強要される｡こう申し上げる
と､いいじゃないですか､ ｢今度はイタリア人抜きで｣が出ませんか､とおっ
しゃる｡先生ご自身､数度の体験があったらしい｡しかし私の場合はやや深刻
で､彼らは酔った挙句､肩を組んできて ｢イングラントへ爆撃云々｣と軍歌め
いたものを歌い出し､帰り際には必ずこちらの分も払っていく｡将来ドイツに
一大事が生じた際の潜在的な徴兵義務を負わされているようで､と冗談を申し
上げると､先生には珍しく暁笑なされた｡その晩はこれを発端として､ドイツ
人と第二次大戦の問題について､先生のお考えを拝聴することになった｡ この
問題について私なりに関心をもっているが､ドイツ生活の長い先生のご意見に
は蒙を啓かれる思いもした｡のちにそのいくつかを年配の愛国的ドイツ人たち
に語った際､一方的に断罪されるばかりなのに､そのように理性的に見てくれ
れば自分たちも反省すべきものが多々ある､と感謝されたのである｡先生がド
イツを深く愛していたことは間違いなかったが､それは盲愛ではなかった｡
ドイツの岡先生の想い出は､どうしても私自身のドイツ生活と重なる｡留学
前半期に先生から ｢ドイツ滞在手ほどき｣を受けていなければ､私の中には
｢偏ったドイツ像｣ができてしまったかもしれない｡当初は学生寮と大学との
往復に終始する生活だったが､これもドイツですからね､と示していただいた
『シュテルン』に象致されるドイツにも､目を向ける余裕ができたのは､先生
のおがデと心から感謝している｡これを尉酌くださり､以上の妄言をご海容い
ただきたい｡
(1)1976年｡のち 『ホメロスにおける伝統の継承と創造』創文社 (1988年)に入
る｡
(2)あるドイツ人ゲルマニストは､この現象を説明する際､ "sie-Zeit〝､ "du-
zeit"と称していた｡
(3)umschaltenは分離動詞だから､分離の前綴りumが文末に来なければならない｡
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